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検査科の皆さんと田中事務次長（左）

七飯町には精神科の病院が 1 施設あ

るのみで、 北斗市は病院がない。 この

ため、 ななえ新病院は、 地域の患者の

プライマリケアを担うとともに、 急性期医

療の病院からリハビリテーションや在宅

復帰に移行する患者の受け入れ先でも

ある。

社会福祉法人函館厚生院のグループ

病院のため、 急性期医療を担っている

函館中央病院と函館五稜郭病院から、

術後のリハビリテーションや在宅に移行

する患者を受け入れている。 医療と介護

の連携に力を入れており、 リハビリや在

宅復帰支援を推進していることから、 グ

ループ病院以外からの転院患者も増え

ている。 現在は、 転院患者の約 6 割を

グループ病院以外の医療機関からの紹

介患者が占めている。

病床の内訳は、 地域包括病床 49床、

療養病床 150 床。入院患者は、肺炎、 尿

路感染症、 骨折などによる入院が多い。

外来患者は、 糖尿病、 高脂血症など

生活習慣病が目立つ。 外来診療は月

曜日から金曜日まで週 5 日実施してい

るが、 火曜、 水曜、 金曜は午前のみで

終了する。 このため、 検査科は、 業務 

が集中する午前中に 4 人、 午後 2 人の

体制で業務に当たっている。 生化学、

血液検査のほか、 インフルエンザ、 マイ 

コプラズマなどの感染症検査やエコー

検査を含めた生理検査も行っている。

青木善行検査科

長は、 「外来患者の

迅速検査を心がけ

ており、 検体が検査

室の到着後 30分以

内に結果を出すよう

にしている」 と話し、

特に外来の待ち時

間短縮に力を入れ

ていると説明した。 検査科では、 検体

が届くのを待つのではなく、 検体採取

が終わったタイミングで、 検査技師が検

体を取りに出向いている。

データ精度とメンテナンスを評価

ななえ新病院では、 血球計数装置の

更新時期を迎えたことから、 17 年 3 月に 

「UniCel DxH 800」 を導入した。 以前も

ベックマン ・ コールターの血球計数装置

を使っており、 使いやすさやメンテナン

スのしやすさを評価していた。

DxH シリーズは、 コールター原理 （電

気抵抗法）とフローサイトメトリー法（FCM

法） を組み合わせたハイブリッド測定に

より精度を高めている。

また、 CBC 測定の特徴である 「3 重

測定」 では、 3つのアパチャ （検出器）

で構成されている測定部にて、 同時 

3重測定を行う。 測定結果は、 それぞ

れのデータ間の変動幅が許容範囲内で

あることを自動的に検証し、 平均値を出

している。 同時 3 重測定は、 アパチャ

のつまりや汚れなどにより間違った結果

が報告されるリスクを低減している。

青木氏は以前の機種に比べ、チューブ 

類が非常に少なくなっており、 測定や 

メンテナンスの作業がしやすい印象を

持った。 また、 3重測定による測定結果

についても信頼を寄せており、 「精度は

申し分ない」 と話した。

青木検査科長

迅速検査とコスト削減を実現

北海道・函館厚生院ななえ新病院

（THE MEDICAL & TEST JOURNAL  2018 年 7 月 21 日   第1433号掲載）

Vol.40

ななえ新病院 （北海道亀田郡、 199床） は、 北海道の道南、 七飯町と北斗市の地域

医療を担っている。 検査科は、 2017年3月に血球計数装置 「UniCel DxH 800」、 18年1月

に生化学自動分析装置 「DxC 700 AU」 を導入した。 2機種の導入により、 迅速検査や 

コスト削減につなげている。

血球計数と生化学分析の装置導入

DxC 700 AUUniCel DxH 800



三島事業場の見学がきっかけに

生化学自動分析装置 「DxC 700 AU」

は、 全世界で 6,000 台以上を販売して

いる 「AU680」 の後継機で、AU シリーズ、

DxC シリーズを使用している顧客の声を

反映して改良された新機種。 24 インチ

のワイド画面で見やすく、 最小限の回数

で操作が実現できる。 また、キャリブレー

ションは前回と比較して評価できるように

なっており、 確認がしやすい。 測定中

の試薬の途中追加や交換も可能で、 試

薬切れを予防する機能がついていること

などが特徴だ。

青木氏は、 「UniCel DxH 800」 の研修

を受けるため、 ベックマン ・ コールターの

三島事業場 （静岡県駿東郡） を訪れた。 

その際、 生化学自動分析装置の新機種

「DxC 700 AU」 があると知り、 実物を見せ

てもらった。 三島事業場の製造工程も見

学し、 「DxC 700 AU」 に実際に触れなが

ら機能や操作性を知り、 魅力を感じた。

なお、 「DxC 700 AU」 は、 ななえ新

病院が北海道内 第一号機となった。

2機種導入のメリットを実感

ななえ新病院では、 血球計数装置

「UniCel DxH 800」 と生化学自動分析

装置 「DxC 700 AU」 の 2 機種をほぼ 

同時期に納入した。 ベックマン ・ コー

ルターには納入価格を検討してもらい、

病院としては費用を抑えることができた。

サービススタッフも効率良く保守サポート

に訪問することが可能になり、 装置の保

守に必要な費用も抑えられた。

同病院では、 今春に検査システムを

更 新 し、 新 シ ス テ ム に は TAT （Turn 

Around Time） を計算できる機能がある。

検査科では、 「DxC 700 AU」 の導入に

より、 特に HbA1c 測定で時間短縮でき

たことを実感しているが、 今後は、 新シ

ステムで TAT のデータを出し、 具体的

な数字をもとに効果を検証する予定だ。

外来の待ち時間短縮、 業務の効率化、

コストの削減は、 引き続き、 課題に掲げ

て改善に取り組んでいきたいとしている。

HbA1c 測定の時間短縮

ななえ新病院では、 それまで別のメー

カーの生化学自動分析装置を使ってい

たが、 HbA1c 測定の前処理を手作業で

しなければならず、時間が掛かっていた。

装置の更新にあたり、 複数の装置を候

補に検討していたが、 「DxC 700 AU」

には HbA1c の全血自動測定機能がつ

いており、 前処理が不要になるため、

作業の効率化につながることが見込め

た。試薬のランニングコストなども含めて、

他のメーカーの 2 つの装置と比較検討し

た結果、 「DxC 700 AU」 に決めた。

18 年 3月から本格稼働させ、 HbA1c

の測定作業が大幅に効率化されたと実

感している。 他のメーカーの装置から変

更したため、 導入当初は操作方法の違

いなどに戸惑いがあったが、 ベックマン・

コールターの担当者に教わりながら、 操

作方法を覚えた。 「DxC 700 AU」 の操

作のしやすさ、 試薬管理機能が充実し

ている点などを評価している。

DxC 700 AU自動分析装置

さらにつかいやすく
どなたでも、早く、高信頼のデータを

消耗品の改善
より便利に、コストも配慮

試薬管理機能の強化
試薬補充作業で、

ルーチン検査を止めないために。
測定中の試薬追加機構を新搭載

ISO 15189 への意識
品質マネジメントをサポート

24インチのワイドな新画面
スマホやタブレットを意識したレイアウト
消耗品交換方法は、動画でチェック
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オンラインサポートにより、

安心を提供

プロサービス

日々の生化学検査業務のさらなる改善のために

製造販売届出番号：13B3X00190000047　　
自動分析装置 BECKMAN COULTER DxC 700 AU
一般医療機器（特定保守管理医療機器、設置管理医療機器）
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